
作
者

劉
向

　

前
七
七
年
頃
～
前
六
年
。
前
漢
最
大
の
儒
者
。
子
の
劉り

ゅ

歆う
き
んと
共
に
宮
中
の

図
書
を
整
理
校
訂
し
て
解
題
を
加
え
、
こ
れ
が
後
に
「
漢
書
芸
文
志
」
の
基

礎
に
な
っ
た
。
漢
王
室
の
親
戚
と
し
て
の
使
命
感
か
ら
政
治
の
こ
と
に
も
関

心
を
失
わ
ず
、
た
び
た
び
上
奏
し
て
当
時
専
権
を
振
る
っ
て
い
た
宦
官
や
外

戚
を
弾
劾
し
、
獄
に
下
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
著
書
に
「
新
序
」「
列
女
伝
」

「
説
苑
」
な
ど
が
あ
る
。

出
典

戦
国
策

　

三
十
三
巻
。
早
く
か
ら
錯
乱
し
て
い
た
の
を
劉
向
が
校
訂
し
て
三
十
三
巻

と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
周
の
元
王
か
ら
秦
始
皇
二
十
五
（
前
二
二
二
）
年

ま
で
二
百
四
十
余
年
間
の
戦
国
時
代
の
遊
説
家
の
権
謀
術
数
お
よ
そ
四
百
八

十
章
を
、
国
別
（
東
周
・
西
周
・
秦
・
斉
・
楚
・
趙
・
魏
・
韓
・
燕
・
宋
・

衛
・
中
山
）
に
収
録
し
た
も
の
。
説
客
た
ち
が
諸
侯
に
進
言
し
た
り
、
他
国

に
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
り
し
た
と
き
の
命
を
賭
け
た
弁
舌
が
中
心
で
、

そ
の
中
に
多
く
の
寓
話
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
議
論
文
と
し
て
も
出
色

の
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
戦
国
時
代
」
の
名
称
は
、
こ
の
「
戦
国
策
」
に
書

か
れ
て
い
る
時
代
と
の
意
味
で
あ
る
。
本
文
は
「
斉
策
上
」
か
ら
と
っ
た
。

本
教
科
書
は
、
明
治
書
院
「
新
釈
漢
文
大
系　

戦
国
策　

上
」（
林
秀
一
著
）

に
よ
っ
た
。

参
考
文
献

教
師
用 �

▽
注
釈
書

｢

戦
国
策
」（
中
国
古
典
文
学
大
系
）
常
石
茂�

平
凡
社　

昭
四
十
七

｢

戦
国
策
」（
全
釈
漢
文
大
系
）
近
藤
光
男�

集
英
社　

昭
五
十

｢

戦
国
策
」（
新
釈
漢
文
大
系
）
林
秀
一�

明
治
書
院　

昭
五
十
二

生
徒
用 �

｢

戦
国
策
」（
新
書
漢
文
大
系
）
林
秀
一�

明
治
書
院　

平
八

｢

故
事
成
語
で
中
国
を
読
む
」（
ち
く
ま
文
庫
）
多
久
弘
一�

平
二
十
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蛇
足



　

も
と
も
と
あ
り
得
な
い
蛇
の
足
を
絵
に
描
い
た
た
め
に
賭
け
事
に
負
け
て
し
ま
っ
た
男
の
話
を
通
し
て
、
物
事
の
余
計
な
付
け
足
し
は
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
の

教
訓
を
述
べ
た
も
の
。

　

全
文
一
段
落
。
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要
旨

構
成

①
楚そ

に
祠ま

つ

る
者も

の

有あ

り
。
②
其そ

の
舎し

や

人じ
ん

に
卮し

酒し
ゆ

を

賜た
ま

ふ
。
③
舎し

や

人じ
ん

相あ
ひ

謂い

ひ
て
曰い

は
く
、「
数す

う

人に
ん

に

て
之こ
れ

を
飲の

ま
ば
足た

ら
ず
、
一い

ち

人に
ん

に
て
之こ

れ

を
飲の

ま

ば
余あ
ま

り
有あ

り
。
請こ

ふ
地ち

に
画ゑ

が

き
て
蛇へ

び

を
為つ

く

り
、

先ま

づ
成な

る
者も

の

酒さ
け

を
飲の

ま
ん
。」
と
。
④
一い

ち

人に
ん

の

蛇へ
び

先ま

づ
成な

る
。
⑤
酒さ

け

を
引ひ

き
て
且ま

さ

に
飲の

ま
ん
と

す
。
⑥
乃す
な
はち
左

ひ
だ
り

手て

も
て
卮し

を
持も

ち
、
右み

ぎ

手て

も
て

蛇へ
び

を
画ゑ

が

き
て
曰い

は
く
、「
吾わ

れ

能よ

く
之こ

れ

が
足あ

し

を
為つ

く

る
。」
と
。
⑦
未い

ま

だ
成な

ら
ざ
る
に
、
一い

ち

人に
ん

の
蛇へ

び

成な

る
。
⑧
其そ

の
卮し

を
奪う

ば

ひ
て
曰い

は
く
、「
蛇へ

び

固も
と

よ
り
足あ

し

無な

し
。
子し

安い
づ

く
ん
ぞ
能よ

く
之こ

れ

が
足あ

し

を
為つ

く

ら
ん
や
。」
と
。
⑨
遂つ

ひ

に
其そ

の
酒さ

け

を
飲の

む
。
⑩

蛇へ
び

の
足あ

し

を
為つ

く

る
者も

の

、
終つ

ひ

に
其そ

の
酒さ

け

を
亡う

し
なへ
り
。

①
楚
の
国
に
司
祭
者
が
い
た
。
②
（
あ
る
と
き
司
祭
者
は
）
そ
の
召
し
使
い
た
ち
に
大
杯
に
満
た
さ

れ
た
酒
を
ふ
る
ま
っ
た
。
③
召
し
使
い
た
ち
は
相
談
し
合
っ
て
言
う
に
は
、「
こ
の
酒
は
何
人
も
で

飲
め
ば
足
り
な
い
が
、
一
人
で
飲
む
な
ら
余
る
ほ
ど
あ
る
。
地
面
に
蛇
の
絵
を
描
い
て
、
真
っ
先
に

描
き
あ
げ
た
者
が
こ
の
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
よ
う
。」
と
。
④
そ
の
中
の
一
人
が
真
っ
先
に
蛇
を
描

き
あ
げ
た
。
⑤
酒
を
引
き
寄
せ
て
飲
も
う
と
し
た
。
⑥
そ
し
て
左
手
で
杯
を
持
ち
、
右
手
で
蛇
を
描

き
な
が
ら
言
う
に
は
、「
俺
は
こ
い
つ
に
足
だ
っ
て
描
け
る
ぞ
。」
と
。
⑦
（
真
っ
先
に
蛇
の
足
を
描

き
上
げ
た
召
し
使
い
が
そ
の
足
を
）
ま
だ
描
き
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
も
う
一
人
が
描
い
て
い
た
蛇

が
出
来
上
が
っ
た
。
⑧
（
真
っ
先
に
蛇
の
足
を
描
き
上
げ
た
召
し
使
い
が
持
っ
て
い
た
）
杯
を
奪
い

取
っ
て
言
う
に
は
、「
蛇
に
は
も
と
も
と
足
な
ん
か
な
い
。
あ
な
た
は
ど
う
し
て
蛇
の
足
を
描
け
る

の
か
（
い
や
描
け
る
は
ず
が
な
い
）。」
と
。
⑨
そ
の
ま
ま
そ
の
酒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
⑩
蛇
の
足

を
描
こ
う
と
し
た
者
は
、
結
局
（
一
度
手
に
し
た
）
酒
を
（
と
ら
れ
て
）
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

訓
読
と
現
代
語
訳



❶��

中
学
校
で
学
習
し
た
故
事
成
語
を
発
表
さ
せ
、
共
有
す
る
。
中
学
校
の
教

科
書
を
基
に
し
た
プ
リ
ン
ト
や
、
資
料
集
を
活
用
し
、
知
っ
て
い
る
故
事

成
語
を
整
理
、
確
認
さ
せ
る
と
よ
い
。

❶��

「
訓
読
の
世
界
」（
Ｐ
一
一
七
～
一
二
三
）
を
踏
ま
え
、
各
自
で
音
読
し
、

読
む
順
番
の
分
か
ら
な
い
箇
所
、
読
め
な
い
漢
字
を
確
認
す
る
。
そ
の
後

範
読
で
正
し
い
訓
読
を
確
認
し
、
ペ
ア
ま
た
は
各
自
で
繰
り
返
し
音
読
す

る
こ
と
で
漢
文
の
口
調
に
慣
れ
さ
せ
る
。
大
体
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

指
名
読
み
や
一
斉
読
み
で
定
着
を
図
る
。

❷��

「
書
き
下
し
文
の
ま
と
め
」（
Ｐ
一
二
三
）
を
参
照
し
、「
不
」・「
之の

」
を

平
仮
名
で
書
き
下
す
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
　

書
き
下
し
文
の
作
成
は
あ
く
ま
で
も
初
学
の
段
階
で
の
訓
読
の
補
助
・

活
用
や
接
続
を
確
認
す
る
手
段
で
あ
り
、
書
き
下
す
こ
と
が
目
的
で
は
な

い
こ
と
を
伝
え
る
と
よ
い
。
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導
入

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

中
学
校
で
学
ん
だ
故
事
成
語
や
、
生
徒
が
知
っ
て
い
る
故
事
成
語
を

挙
げ
る
。
資
料
集
を
参
照
し
て
も
よ
い
。

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

指
導
者
の
範
読
を
聞
き
、
訓
点
に
従
っ
て
本
文
を
目
で
追
う
。

❷�

書
き
下
し
文
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
知
技
⑵
ウ〔「

学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1
〕

❸�

脚
注
を
参
照
し
て
現
代
語
訳
し
、
疑
問
点
を
指
摘
す
る
。

❹�

再
読
文
字
の
用
法
を
確
認
す
る
。
知
技
⑵
ウ

発
展

《
板
書
例
》

　

数　
人ニ

テ
　

飲マ
バ

　

之ヲ　

不　
足ラ

、

　

数
人
に
て
之
を
飲
ま
ば
足
ら
ず
、

　

引キ
テ

　

酒ヲ　

且ニ　

飲マ
ン
ト。

　

酒
を
引
き
て
且
に
飲
ま
ん
と
す
。

＊
一
度
目
の
読
み
は
漢
字
、
二
度
目
の
読
み
は
平
仮
名
に
す
る
。

1
2
4
レ

3

レ
6
5

2
レ

1
5 3

レ

4



　
　

�【
評
価
】
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
書
き
下
し
文
を
確
認
し
、
漢
文
を
読
む

た
め
に
必
要
な
訓
読
の
き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
か
、
分
析
す
る
。

❸��

全
文
を
現
代
語
訳
し
て
も
よ
い
し
、「
請
画　
地
為　
蛇
、
先
成
者
飲　
酒
。」

レ

レ

レ

「
引　
酒
且　
飲
。」「
吾
能
為　
之
足
。」「
未　
成
」「
蛇
固
無　
足
。」「
子
安

能
為　
之
足
。」
な
ど
一
部
分
を
指
定
し
て
現
代
語
訳
（
残
り
は
現
代
語
訳

を
配
付
）
し
て
も
よ
い
。

　
　

脚
注
を
用
い
て
逐
語
訳
を
し
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
漢
字
は
辞
書
を
引

く
。
本
文
中
の
重
要
単
語
は
巻
末
の
「
漢
文
の
重
要
単
語
」（
Ｐ
三
三

五
・
三
三
六
）
を
参
照
す
る
。

　
　

現
代
語
訳
も
書
き
下
し
と
同
様
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
手
段
で
あ
り
、

現
代
語
訳
す
る
こ
と
が
漢
文
読
解
の
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

現
代
語
訳
を
通
じ
て
内
容
を
理
解
し
た
上
で
、
登
場
人
物
の
関
係
や
行
動

の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
疑
問
を
挙
げ
て
み
る
。

❹
再
読
文
字
を
二
度
訓
読
す
る
理
由
、
訓
読
・
書
き
下
し
上
の
決
ま
り
に
つ

い
て
確
認
す
る
。

レ

レ

二

一

レ

レ

二

一

❶��

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
の
解
答
例
を
参
照
。

　
　

�【
評
価
】「
蛇
足
」
は
ど
の
よ
う
な
失
敗
談
な
の
か
を
的
確
に
捉
え
て
い

る
か
、
ノ
ー
ト
や
提
出
物
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
。

❷��

「
言
葉
と
表
現
」
1
、「
言
語
活
動
」
1
の
解
答
例
を
参
照
。

　
　

�【
評
価
】
故
事
成
語
「
蛇
足
」
の
由
来
や
意
味
と
、
現
代
の
言
葉
と
の

つ
な
が
り
理
解
し
、
身
近
な
「
蛇
足
」
の
例
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る

か
、
行
動
を
点
検
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
確
認
し
た
り
、

振
り
返
り
シ
ー
ト
の
記
述
を
分
析
し
た
り
す
る
。

明治書院「精選　言語文化」指導資料R4
漢文編　単元 1「蛇足」教材の詳細● 4

d_0102_01_01_dasoku_kyozai

　

未ダ　

成ラ

　

未
だ
成
ら
ざ
る
に
、

＊
一
度
目
の
読
み
は
漢
字
、
二
度
目
の
読
み
は
平
仮
名
に
す
る
。

一
人
之の

蛇
成ル

。

一
人
の
蛇
成
る
。

＊
日
本
語
の
助
詞
・
助
動
詞
に
あ
た
る
漢
字
は
平
仮
名
に
す
る
。

3 1ル
ニレ

2

1
2
3
4
5

ま
と
め

学
習
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

❶�

「
蛇
足
」
は
、
ど
の
よ
う
な
失
敗
談
な
の
か
説
明
す
る
。

　
思
判
表
Ｂ
⑴
イ
〔「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
〕

❷�

「
蛇
足
」
の
意
味
を
調
べ
、
身
近
な
「
蛇
足
」
の
例
を
探
す
。

　

�

知
技
⑴
ウ
・
エ
、
⑵
イ
・
エ　

主
態
〔「
言
葉
と
表
現
」
1
、「
言
語
活
動
」

1
〕



発
問
例

●
一
二
六
ペ
ー
ジ

楚
の
あ
る
長
江
中
流
域
は
ど
こ
か
、
地
図
で
確
認

せ
よ
。

教
科
書
の
後
ろ
見
返
し
に
あ
る
「
中
国
新
旧
参
考

地
図
」
を
使
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
話
の
場
合
は
場

所
を
特
定
す
る
こ
と
に
特
に
意
味
は
な
い
が
、
一

般
的
に
漢
文
の
学
習
に
お
い
て
歴
史
と
地
理
と
が

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
折
り
に
触
れ
て
意

識
さ
せ
た
い
。

｢

数
人ニ
テ

　

飲マ
バ

　

之ヲ

不　
足ラ

」（
3
行
目
）
に
つ
い
て
、

1

�

こ
こ
で
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。

2

�｢

不　
足ラ

」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
不
足
」
と
な
る
の

か
。

1
司
祭
者
か
ら
ふ
る
ま
わ
れ
た
大
杯
の
酒
。

2
数
人
で
分
け
て
飲
む
と
、
一
人
の
飲
む
量
が
あ

ま
り
に
も
少
な
く
な
る
か
ら
。

｢

一
人ニ
テ
　

飲マ
バ
　

之ヲ

有リ　

余リ

。」（
3
行
目
）
と
あ
る
が
、

な
ぜ
一
人
で
飲
め
ば
「
余
」
る
の
か
。

大
杯
に
満
た
さ
れ
た
酒
の
量
が
多
い
か
ら
。

｢

請フ

画キ
テ
　

地ニ

為リ　

蛇ヲ

、
先ヅ

成ル

者
飲マ
ン
ト

　

酒ヲ

。」（
3
～
4

行
目
）
に
つ
い
て
、

1

�｢

請
」
は
、
訓
読
上
ど
の
部
分
と
呼
応
し
て
い
る

か
。

2
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
相
談
を
し
た
の
か
。

1「
飲マ
ン
　

酒ヲ

」
の
部
分
。

問補問

レ

レ

レ

答問

レ

レ

答問

レ

レ

レ

答

レ

語
句
の
研
究

●
一
二
六
ペ
ー
ジ

1
蛇
足　

余
計
な
付
け
足
し
。
無
用
の
も
の
。

2
祠
者　

神
霊
を
祭
る
者
。
司
祭
者
。
祭
祀
を
つ
か

さ
ど
る
神
主
。

2
賜　

上
位
者
が
下
位
者
に
財
貨
を
与
え
る
。
こ
こ

で
は
司
祭
者
が
召
し
使
い
に
酒
を
与
え
た
こ
と
を

指
す
。「
賜
」
は
英
語
の
第
四
文
型
（
Ｓ
Ｖ
Ｏ
Ｏ
）

の
よ
う
に
「
動
詞
＋
人
＋
物
」（
人
に
物
を
～
）

と
い
う
語
順
を
取
る
。

2
舎
人　

王
侯
貴
人
の
側
近
く
に
仕
え
て
雑
務
を
つ

か
さ
ど
る
者
。
後
、
近
侍
の
官
名
と
な
っ
た
。
こ

こ
で
は
、
召
し
使
い
の
こ
と
。

2
卮
酒　

｢

卮
」
は
四
升
（
約
〇
・
八
リ
ッ
ト
ル
）

入
り
の
大
杯
。
供
え
も
の
の
神
酒
を
下
げ
渡
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

2
相
謂　

相
談
す
る
。
こ
こ
で
の
「
相
」
は
、
動
作

が
両
方
か
ら
か
か
り
合
う
こ
と
を
示
す
副
詞
。

「
互
い
に
・
…
し
合
う
」。

3
請
画
地
為
蛇
、
先
成
者
飲
酒　

｢

請
」
は
自
分

の
考
え
を
述
べ
て
賛
同
を
求
め
る
気
持
ち
を
表
す
。

願
望
形
。
他
人
の
動
作
に
関
わ
る
場
合
は
「
こ
フ

…
セ
ヨ
」
と
命
令
形
に
読
み
、「
ど
う
か
…
し
て

く
だ
さ
い
」
と
訳
し
、
自
分
（
た
ち
）
の
動
作
の

場
合
は
「
こ
フ
…
セ
ン
」
と
読
み
、「
ど
う
か
…

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
の
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
舎
人

全
員
の
同
意
を
求
め
て
い
る
の
で
、
文
意
に
合
わ

せ
て
「
…
し
よ
う
」
と
訳
す
。「
為
」
は
、「
す

る
・
行
為
を
行
う
」
の
意
。
こ
こ
で
は
蛇
の
絵
を

描
く
こ
と
。「
成
」
は
、「
完
成
す
る
」
の
意
。
こ

こ
で
は
そ
の
絵
が
出
来
上
が
る
こ
と
。

4
且
飲　

｢

且
」
は
「
将
」
と
同
じ
く
、「
ま
さ
ニ

…
（
ン
ト
）
す
」
と
読
み
、「
…
し
よ
う
と
す
る
」

の
意
。
事
柄
に
関
し
て
「
や
が
て
…
に
な
ろ
う
と

す
る
」
と
い
う
場
合
と
、
意
志
に
関
し
て
「
こ
れ

か
ら
…
し
よ
う
と
思
う
」
の
意
に
な
る
場
合
と
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
後
者
。

4
乃　
「
乃
」
の
前
後
の
行
為
や
事
情
が
密
接
に
結

び
つ
く
場
合
は
「
そ
こ
で
・
そ
し
て
」
と
訳
す
。

前
後
の
文
に
時
間
的
・
心
理
的
断
絶
や
屈
折
が
あ

る
場
合
「
な
ん
と
」「
か
え
っ
て
」「
や
っ
と
」
な

ど
と
訳
す
。
こ
こ
で
は
「
な
ん
と
」
と
訳
し
て
も

よ
い
。

5
吾
能
為
之
足　

｢

能
」
は
、「
能
力
が
あ
っ
て
で

き
る
」
意
。
同
じ
可
能
で
も
「
可
」
は
「
状
況
・

道
理
か
ら
し
て
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
で
き
る
」、

「
得
」
は
「
機
会
が
あ
っ
て
で
き
る
」
意
。
し
た

が
っ
て
こ
こ
で
は
確
か
に
「
吾
能ク

為ル　

蛇ノ

足ヲ　

」
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
道
理
の
う
え
で
は

レ

レ

レ

レ

二

一

二

一
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2
何
人
も
で
飲
め
ば
足
り
な
い
が
、
一
人
で
飲
め

ば
余
る
ほ
ど
の
酒
の
量
が
あ
る
か
ら
。

1
願
望
形
の
呼
応
を
確
認
す
る
設
問
。
話
者
が
自

分
で
何
か
し
た
い
と
き
に
は
意
志
の
助
動
詞

「
ん
」、
相
手
に
何
か
頼
み
た
い
と
き
に
は
命
令
形

に
す
る
。

｢

先
成
」（
4
行
目
）
の
「
成
」、
お
よ
び
「
吾
能
」

（
5
行
目
）
の
「
能
」
の
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
熟

語
を
作
っ
て
考
え
て
み
よ
。

完
成
・
可
能

漢
文
を
解
釈
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
漢
字
の
意
味

を
知
り
た
い
と
き
、
二
字
の
熟
語
を
作
っ
て
考
え

る
と
有
効
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
習
慣
づ
け

た
い
。

｢

左
手モ
テ｣

「
右
手モ
テ」（
5
行
目
）
の
「
モ
テ

」
は
ど
う

い
う
意
味
か
。

｢

…
で
」
の
意
。

｢

も
て
」
は
「
も
つ
て
（
以
て
）」
の
つ
ま
っ
た
形
。

「
…
で
」
の
意
に
あ
た
る
漢
字
が
原
文
に
な
い
の

で
、
送
り
仮
名
で
意
味
を
補
っ
た
形
。

｢

吾
能ク

為ル　

之ガ

足ヲ

。」（
5
行
目
）
に
つ
い
て
、

1

�｢

為ル　

之ガ

足ヲ　

」
と
は
、
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

2

�

こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
出
た
言
葉
か
。

1
出
来
上
が
っ
た
蛇
の
絵
に
さ
ら
に
足
を
描
き
足

そ
う
と
し
て
い
る
。

2
蛇
の
絵
を
早
く
描
き
あ
げ
、
酒
を
手
に
入
れ
た

補問答補問答補問

二

一

二

一

答

こ
と
で
得
意
に
な
り
、
自
分
の
力
を
ひ
け
ら
か
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
。
自
慢
す
る
気
持
ち
。

2
会
話
の
意
図
を
考
え
さ
せ
る
問
い
だ
か
ら
、
こ

の
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
の
答
え
が
あ
り
得

る
。
大
き
く
外
れ
な
い
限
り
許
容
し
た
い
。

｢

子
安ク
ン
ゾ

　

能ク

為ラ
ン
ヤ

　

之ガ

足ヲ

。」（
6
～
7
行
目
）
と
あ

る
が
、
な
ぜ
「
足
を
描
け
る
は
ず
が
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
の
か
。

蛇
に
は
も
と
も
と
足
が
な
い
か
ら
。

｢

遂ニ

飲ム　

其ノ

酒ヲ

。」（
7
行
目
）
の
⑴
「
遂
」
と
、

「
終ニ

亡ヘ
リ

　

其ノ

酒ヲ

。」（
7
行
目
）
の
⑵
「
終
」
は
、
ど

ち
ら
も
「
つ
ひ
に
」
と
読
む
が
、
意
味
は
異
な
る
。

⑴
・
⑵
の
訳
語
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
中
か
ら
全
て
選
べ
。

ア　

そ
の
ま
ま　
　

イ　

結
局

ウ　

こ
う
し
て　
　

エ　

そ
の
勢
い
で

オ　

と
う
と
う

カ　

最
終
的
な
結
果
と
し
て

⑴　

ア
・
ウ
・
エ

⑵　

イ
・
オ
・
カ

｢

為ル　

蛇ノ

足ヲ　

者
、
終ニ

亡ヘ
リ

　

其ノ

酒ヲ

。」（
7
行
目
）
と

あ
る
が
、
先
に
蛇
の
絵
を
描
い
た
者
が
酒
を
取
ら

れ
て
飲
め
な
か
っ
た
理
由
を
述
べ
よ
。

調
子
に
乗
っ
て
、「
蛇
の
足
」
と
い
う
、
あ
り
え

な
い
余
計
な
も
の
を
付
け
加
え
、
蛇
を
描
い
た
こ

と
に
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
。

補問

二

一

答問

二

一

二

一

答問

二

一

二

一

答

「
吾ハ

不　
可カ

ラ
　

為ル　

蛇ノ

足ヲ　

」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
之
が
足
」
の
「
が
」
は
「
我
が
家
」
の
「
が
」

と
同
じ
く
連
体
修
飾
を
表
わ
す
助
詞
。

6
固　

も
ち
ろ
ん
。
い
う
ま
で
も
な
く
。
も
と
も
と
。

6
子　
「
し
」
と
読
む
場
合
は
二
人
称
の
敬
称
。
あ

な
た
。
き
み
。「
こ
」
と
読
む
場
合
は
、
子
ど
も

の
意
。

6
安
能
為
之
足　　

反
語
形
。「
ど
う
し
て
蛇
の
足

を
描
け
る
の
か
（
い
や
描
け
る
は
ず
が
な
い
）。」

反
語
と
は
、
疑
問
の
形
を
借
り
て
反
対
の
意
味
に

帰
着
す
る
形
で
あ
り
、「
安ク
ン
ゾ
　

能ク

為ラ
ン」　

は
「
不　

能ハ　

為ル

」
と
同
じ
意
味
に
な
る
。

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト　

疑
問
と
反
語

　
　

疑
問
と
反
語
は
初
学
者
が
戸
惑
う
文
法
事
項
な

の
で
、
こ
こ
で
疑
問
と
反
語
さ
ら
に
は
詠
嘆
の
関

係
に
つ
い
て
基
本
的
な
点
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
こ
の
三
者
は
形
が
同
じ
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
心
理
の
う
え
で
も
連
続
し
て
い
る
点
に
注

意
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

疑
問
と
は
肯
定
せ
ず
に
疑
う
こ
と
だ
か
ら
心
理
的

に
否
定
に
つ
な
が
る
。
こ
の
気
持
ち
が
前
面
に
で

た
の
が
反
語
で
あ
る
。
ま
た
、
詠
嘆
と
は
深
く
心

を
動
か
さ
れ
た
と
き
の
、
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ

な
い
感
情
を
表
現
す
る
も
の
だ
か
ら
、
通
常
の
平

叙
的
な
表
現
は
と
れ
ず
、
疑
問
の
形
を
と
る
。
こ

レ

レ

二

一

二

一

レ

レ
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の
事
情
は
な
に
も
漢
文
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、

英
語
で
も
そ
う
で
あ
る
し
、
現
代
日
本
語
で
も
例

え
ば
、「
え
ー
っ
？　

あ
の
本
ほ
ん
と
に
読
ん
だ

の
?!
」
な
ど
と
い
う
会
話
を
考
え
れ
ば
、
疑
問
・

反
語
・
詠
嘆
が
本
来
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
納
得
で
き
よ
う
。

7
遂
・
終　

ど
ち
ら
も
「
つ
ひ
ニ
」
と
読
む
が
、
意

味
は
微
妙
に
異
な
る
。「
遂
」
は
、「
こ
う
し
て
・

そ
の
ま
ま
・
そ
の
勢
い
で
」。「
終
」
は
、「
最
終

的
に
・
結
局
・
と
う
と
う
」。

句
法

蛇
固
無　
足
。　

否
定
形
。「
無　
…
」
の
形
で
「
…
な
シ
」
と
読
み
、「
…
が

な
い
」
と
訳
す
。「
無
」
は
訓
読
で
は
「
な
シ
」
と
読
み
形
容
詞
と
し
て

扱
う
が
、
本
来
の
漢
文
で
は
存
在
を
否
定
す
る
動
詞
で
あ
る
。
対
義
語
で

あ
る
「
有
」
が
「
所
有
・
存
在
」
を
表
す
動
詞
で
あ
る
よ
う
に
、「
無
」

は
存
在
を
否
定
す
る
動
詞
と
考
え
る
と
、
理
解
し
や
す
い
。

子
安
能
為　
之
足
。　

反
語
形
。「
安　
…　
」
の
形
で
「
い
づ
ク
ン
ゾ
…
ン

ヤ
」
と
読
み
、「
ど
う
し
て
…
か
、
い
や
…
な
い
」
と
訳
す
。
初
学
の
段

階
で
は
反
語
を
含
む
文
の
意
味
を
取
り
間
違
え
る
生
徒
が
多
い
が
、
反
語

は
「
疑
問
の
形
を
し
た
否
定
文
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
と
間
違
え
に

く
い
。

例　
「
我
安
学　
漢
文　
」　　

私
は
ど
う
し
て
漢
文
を
学
ぶ
だ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
安
く
ん
ぞ
漢
文
を
学
ば
ん
や
）

　　
　
　
　

↓　

意
味

　
　
「
我
不　
学　
漢
文　
」　
　

私
は
漢
文
を
学
ば
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
漢
文
を
学
ば
ず
）

＊「
学　
漢
文　
」
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
、
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

　
「
我
安
不　
学　
漢
文　
」　
　

私
は
ど
う
し
て
漢
文
を
学
ば
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
安
く
ん
ぞ
漢
文
を
学
ば
ざ
ら
ん
や
）

　　
　
　

↓　

意
味

　
「
我
無　
不　
学　
漢
文　
」　　
　

私
は
漢
文
を
学
ば
な
い
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
我
漢
文
を
学
ば
ざ
る
は
無
し
）

＊「
不
学
漢
文
」
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
、
と
考
え
れ
ば
よ
い
。

解
説

　

こ
の
寓
話
は
楚
の
将
軍
昭
陽
が
襄

じ
ょ
う

陵り
ょ
うの

戦
役
（
前
三二三年
）
で
魏
に
大
勝

し
た
後
、
兵
を
転
じ
て
斉
を
攻
め
よ
う
と
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
事
態

を
憂
慮
し
た
斉
の
閔び
ん

王
の
た
め
に
説
客
の
陳ち

ん

軫し
ん

が
使
者
に
た
ち
、
昭
陽
の
説

得
に
あ
た
っ
た
。
陳
軫
は
「
魏
軍
を
全
滅
さ
せ
、
敵
の
将
軍
を
討
ち
と
っ
た

の
で
す
か
ら
最
高
の
官
位
と
爵
位
は
あ
な
た
の
も
の
」
と
し
た
う
え
で
、
こ

の
例
え
話
を
し
、
こ
れ
以
上
に
戦
果
を
あ
げ
て
恩
賞
を
求
め
よ
う
と
す
る
の

は
、
か
え
っ
て
身
の
破
滅
を
招
き
か
ね
な
い
、
そ
れ
は
蛇
足
を
描
く
の
と
同

じ
こ
と
だ
（
戦
つ
て
勝
た
ざ
る
な
く
し
て
止
ま
る
を
知
ら
ざ
る
者
は
、
身
且

に
死
せ
ん
と
し
、
爵
且
に
後
に
帰
せ
ん
と
す
。
猶
ほ
蛇
足
を
為
る
が
ご
と

し
）
と
述
べ
て
、
昭
陽
の
斉
攻
撃
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
今
日

「
蛇
足
」
と
い
う
と
、「
余
分
な
も
の
」「
不
要
な
付
け
足
し
」
の
よ
う
な
軽

レ
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一

二

一

二

一
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い
意
味
に
用
い
ら
れ
る
が
、
本
来
は
こ
の
よ
う
に
、
調
子
に
乗
っ
て
や
り
す

ぎ
る
と
失
敗
す
る
だ
け
で
な
く
こ
れ
ま
で
の
成
果
も
だ
い
な
し
に
し
て
し
ま

う
、
と
い
う
強
い
教
訓
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、「
戦
国
策
」
の
教
科
書
本
文
の
前
後
を
次
に
示
す
。
授
業

で
扱
う
時
間
が
あ
れ
ば
、
寓
話
に
お
け
る
「
蛇
の
足
」「
酒
」
が
何
を
た
と

え
た
も
の
か
を
考
え
さ
せ
て
み
て
も
面
白
い
だ
ろ
う
。

［
本
文
］

昭　
陽　
為　
楚　
伐　
魏
、
覆　
軍　
殺　
将　
得　
八　
城
、
移　
兵　
而　
攻　
斉
。
陳�

軫　
為　
斉　
王　
使
、
見　
昭　
陽
、
再　
拝　
賀　
戦　
勝
、
起　
而　
問
。
楚　
之　
法
、

覆　
軍　
殺　
将
、
其　
官　
爵　
何　
也
。
昭　
陽　
曰
、
官　
為　
上　
柱　
国
、
爵　

為　
上　
執　
珪
。
陳　
軫　
曰
、
異　
貴　
於　
此　
者
、
何　
也
。
曰
、
唯　
令　
尹　

耳
。
陳　
軫　
曰
、
令　
尹　
貴　
矣
。
王　
非　
置　
両　
令　
尹　
也
。
臣　
窃　
為　

公　
譬
、
可　
也
。

　
（
教
科
書
本
文
部
分
）

今　
君　
相　
楚　
而　
攻　
魏
、
破　
軍　
殺　
将
、
得　
八　
城
、
不　
弱　
兵
、
欲　

攻　
斉
。
斉　
畏　
公　
甚
。
公　
以　
是　
為　
名　
亦　
足　
矣
。
官　
之　
上　
非　

可　
重　
也
。
戦　
無　
不　
勝
、
而　
不　
知　
止　
者
、
身　
且　
死
、
爵　
且　
後　

帰
。
猶　
為　
蛇　
足　
也
。
昭　
陽　
以　
為　
然
、
解　
軍　
而　
去
。

［
書
き
下
し
文
］

昭せ
う

陽や
う

、
楚そ

の
為た

め

に
魏ぎ

を
伐う

ち
、
軍ぐ

ん

を
覆

く
つ
が
へし
将し

や
うを
殺こ

ろ

し
て
、
八は

ち

城じ
や
うを
得え

、
兵へ

い

を

移う
つ

し
て
斉せ

い

を
攻せ

む
。
陳ち

ん

軫し
ん

、
斉せ

い

王わ
う

の
為た

め

に
使つ

か

ひ
し
て
、
昭せ

い

陽や
う

に
見ま

み

え
、
再さ

い

拝は
い

し
て
戦せ

ん

勝し
よ
うを

賀が

し
、
起た

つ
て
問と

ふ
。
楚そ

の
法は

ふ

、
軍ぐ

ん

を
覆

く
つ
が
へし

将し
や
うを

殺こ
ろ

さ
ば
、
其そ

の
官

く
わ
ん

爵し
や
く

何な
ん

ぞ
や
、
と
。
昭せ

う

陽や
う

曰い
は

く
、
官く

わ
んは
上

じ
や
う

柱ち
う

国こ
く

と
為な

り
、
爵し

や
くは
上

じ
や
う

執し
つ

珪け
い

と
為な

ら
ん
、
と
。
陳ち

ん

軫し
ん

曰い
は

く
、
異こ

と

に
此こ

れ

よ
り
も
貴た

つ
とき
者も

の

は
、
何な

ん

ぞ
や
、
と
。

曰い
は

く
、
唯た

だ
令れ

い

尹ゐ
ん

あ
る
の
み
、
と
。

陳ち
ん

軫し
ん

曰い
は

く
、
令れ

い

尹ゐ
ん

は
貴た

つ
とし

。
王わ

う

、
両

り
や
う

令れ
い

尹ゐ
ん

を
置お

く
に
非あ

ら

ざ
る
な
り
。
臣し

ん

窃ひ
そ

か

に
公こ
う

の
為た

め

に
譬た

と

へ
ん
、
可か

な
ら
ん
か
。

　
（
教
科
書
本
文
部
分
）

今い
ま

、
君き

み

、
楚そ

に
相し

や
うと
し
て
魏ぎ

を
攻せ

め
、
軍ぐ

ん

を
破や

ぶ

り
将し

や
うを
殺こ

ろ

し
、
八は

ち

城じ
や
うを
得え

て
、

兵へ
い

を
弱よ

わ

め
ず
、
斉せ

い

を
攻せ

め
ん
と
欲ほ

つ

す
。
斉せ

い

、
公こ

う

を
畏お

そ

る
る
こ
と
甚は

な
はだ

し
。
公こ

う

是こ
れ

を
以も

つ

て
名な

と
為な

す
に
亦ま

た

足た

れ
り
。
官く

わ
んの

上か
み

に
、
重く

は

ふ
べ
き
に
非あ

ら

ざ
る
な
り
。

戦た
た
かつ
て
勝か

た
ざ
る
無な

く
し
て
、
止と

ど
まる
を
知し

ら
ざ
る
者も

の

は
、
身み

且ま
さ

に
死し

せ
ん
と

し
、
爵
し
や
く

且ま
さ

に
後の

ち

に
帰き

せ
ん
と
す
。
猶な

ほ
蛇だ

足そ
く

を
為な

す
が
ご
と
き
な
り
、
と
。

昭せ
う

陽や
う

以も
つ

て
然し

か

り
と
為な

し
、
軍ぐ

ん

を
解と

い
て
去さ

る
。

［
現
代
語
訳
］

（
楚
の
将
の
）
昭
陽
は
、
楚
の
た
め
に
魏
を
伐
ち
、
魏
の
軍
を
倒
し
、
魏
の

将
を
殺
し
、
魏
の
八
城
を
奪
う
と
、
兵
を
転
じ
て
斉
に
攻
め
寄
せ
た
。（
斉

の
閔
王
は
た
い
へ
ん
心
配
し
た
。）
す
る
と
（
楚
の
人
で
、
説
客
の
）
陳
軫

が
斉
王
の
た
め
に
使
者
と
な
っ
て
楚
に
至
り
、
昭
陽
に
会
見
し
、
恭
し
く
再

拝
し
て
戦
勝
を
祝
し
、
立
ち
上
が
っ
て
尋
ね
た
、「
楚
の
国
法
で
は
、
敵
軍

を
倒
し
、
敵
将
を
殺
し
た
場
合
は
、（
攻
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
）
官
爵
は

ど
ん
な
で
し
ょ
う
か
。」
昭
陽
は
言
っ
た
、「（
か
か
る
場
合
は
）
官
は
上
柱

国
（
柱
国
の
最
下
位
）
で
、
爵
は
上
執
珪
（
執
珪
の
最
上
位
）
で
し
ょ
う
。」

陳
軫
は
、「
そ
の
ほ
か
に
、
こ
れ
よ
り
貴
い
も
の
は
、
何
が
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。」
昭
陽
は
、「
た
だ
令
尹
（
楚
の
宰
相
）
が
あ
る
だ
け
で
す
。」
す
る
と
、

陳
軫
が
言
っ
た
、「
な
る
ほ
ど
、
令
尹
は
最
高
の
官
職
で
し
ょ
う
が
、
楚
王

が
、
二
人
の
令
尹
を
置
か
れ
る
わ
け
に
は
参
り
ま
す
ま
い
。
臣
が
、
内
々
、

公
の
た
め
に
譬
え
話
を
し
て
お
聞
か
せ
し
た
い
の
で
す
が
、
よ
ろ
し
ゅ
う
ご

ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

　
（
教
科
書
本
文
部
分
）
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い
ま
、
あ
な
た
は
、
楚
の
宰
相
と
な
っ
て
魏
の
国
を
お
攻
め
に
な
り
、
魏
の

軍
を
破
り
、
魏
の
将
を
殺
し
、
魏
の
八
城
を
奪
い
取
り
な
が
ら
、
そ
の
兵
力

を
損
な
う
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
斉
を
攻
め
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
斉
で

は
、
公
を
恐
れ
る
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
な
も
の
で
す
。
公
は
、
こ
れ
だ
け
で

も
、
名
を
世
に
あ
げ
ら
れ
る
の
に
十
分
で
す
。（
今
ま
で
の
功
績
で
受
け
ら

れ
る
）
官
爵
の
上
に
、
さ
ら
に
増
し
加
え
ら
れ
る
官
爵
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
戦
っ
て
破
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、（
ち
ょ
う
ど
よ

い
と
こ
ろ
で
）
止
ま
る
こ
と
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
や
が
て
そ
の
身
は
死
し
、

や
が
て
爵
位
は
後
任
の
者
に
帰
す
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は
蛇
の
足

を
描
く
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
。
昭
陽
は
、
そ
れ
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ
ど
」

と
思
い
、
軍
を
解
い
て
引
き
揚
げ
た
。
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